
協和キリン株式会社　高崎工場Ｃ地区倉庫棟　完成
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■工　事　名　称：協和キリンＣ地区倉庫棟建設工事（高崎）
■施　工　場　所：群馬県高崎市萩原町－
■発　　注　　者：協和キリン株式会社
■基　本　設　計：キリンエンジニアリング株式会社
■実施設計・監理：戸田建設株式会社関東設計室一級建築士事務所
■施　　　　　工：戸田建設株式会社関東支店

■敷　地　面　積：，．㎡
■構　造　・　規　模：ＲＣ‐Ｓ造一部Ｓ造、免震構造。地上階建て

塔屋階
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■工　　　　　期：年月～年月

常温立体倉庫

　高崎工場内の各棟生産量の増加に伴い、今後見込まれる保管量（原薬、製品、原料資材、参
考品）に対応できる様、現倉庫に追加すべきボリュームの確保、並びに現在の人手に頼った物
流倉庫から効率を優先し自動化を進め、既存の倉庫棟の機能を集約した新規倉庫棟建設を行う
こととなりました。
　倉庫棟を建設する上で、日米欧の三極のＧＭＰ規制、及び国際的ガイドラインやリスクベー
スアプローチ・Ｃ＆Ｑ（Commissioning and Qualification）の考え方を重視し、生産キャパ
シティ％を基準とした保管規模と、増築や拡張を見越したゾーニングにより、長期的な事
業計画にも柔軟に対応した倉庫棟を計画しました。

　倉庫管理システムによる保管設備、現場作業との情報連携を行うことで、在庫管理、作業効
率化、トレーサビリティ強化にも強みを有しています。
　建物は、高崎市による年作成の大規模自然災害ＢＣＰ方針に従い、災害レベルⅣ（数千
年に一度の災害）発生時でも保管品の保護を可能とし、建物の免振化、非常用バックアップ電
源の設置、ｍの水没まで対応した建築レベルの設定、機械故障に対する冷蔵冷凍設備の冗長
化などがあります。
　加えて環境面として太陽光発電設備の導入、従業員向けの働きやすい環境（バリアフリー、
多目的トイレなどの障害者対応、カフェテリアの設置、明るく広い事務室）の提供、また近隣
住民に配慮した日照の確保、公共歩道の提供、緑地や防音壁の設置などが考慮された倉庫棟と
なっています。

　Ｃ地区倉庫棟建設における設計コンセプト
は、次項の通り８つのコンセプトを取り上げ、
具体的な建設の柱としました。

①製品、原薬、原材料の保管をより安全・安心
なものとするためにＢＣＰ対応を重視し、
災害（地震、停電、水没）発生時でも倉庫
機能を安定継続できるようにする
　・地震対応として、建物全体を免震構造と

する。
　・独立した非常用発電源を持ち、非常事態

発生時のバックアップ電源を確保する。
　・建物の設置レベルを高くすることで、水

没（３ｍ）しても、保管品に影響無いよ
うにする。

　対応の基準は、以下の通り。
　高崎市による年作成の大規模自然災害
ＢＣＰ方針に従い、以下に対応が出来る建物
とする。
　災害レベルⅣ（数千年に一度の災害）発生
時でも、在庫の保全（給油なしで３日間発電
機で対応）できること。

②高崎工場で取り扱う原料、資材、原薬、製
品の保管要件に合致した適正温度、適正湿
度を制御可能な建物とする。
③冷蔵、冷凍保管庫は、機器故障等エマージ

ェンシーを考慮し、冷蔵冷凍設備を冗長化
した設備とする。

④想定ボリューム（入出庫量、保管量、荷捌
き量）は、生産キャパシティ％を基準
とし、ピーク時の条件にも耐えうる保管規
模とする。増築や拡張を見越したゾーニン
グにより、長期的な事業計画にも柔軟に対
応。
⑤倉庫管理システムによる保管設備、現場作
業との情報連携を行うことで、在庫管理、
作業効率化、トレーサビリティ強化を行う。
併せて、倉庫管理システムと保管設備を組
み合わせる事で、自動化を促進し、省人化、
作業精度の向上を行う。
※Ｉｏｔ技術の活用
⑥太陽光発電設備を設ける事で、省エネ化を
推進する。
⑦働きやすい環境（バリアフリー、多目的ト
イレなどの障害者対応、団欒の場（飲食可
能なカフェテリアの設置）、明るく広い事
務室）の提供により、従業員の満足度、メ
ンタルヘルスや生産性向上に期待できる。

⑧近隣環境を損なわない建物※日照の確保、
公共歩道の提供、緑地の設置、防音壁の設
置。
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